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A-1 固定二値 
 
 

 

オリジナル 

 
 

 

スレッシュホールド＝１９２ 

 
 

 

スレッシュホールド＝１２８ 

 
 

 

スレッシュホールド＝６４ 

 

ユーザーズガイド→
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A-2 OCR 用自動二値 
A-2.1 ボールペン・フィルタ 
 

ボールペン・フィルタ＝ＯＦＦ 
 

ボールペン・フィルタ＝ＯＮ 
ユーザーズガイド→
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A-2.2 グラデーション 

A-2.3 スレッシュホールドテーブル 
 

 グラデーション０ グラデーション１ グラデーション２ グラデーション３

 
スレッシュ 
ホールド 
テーブル０ 

    
 
スレッシュ 
ホールド 
テーブル１ 

    
 
スレッシュ 
ホールド 
テーブル２ 

  

スレッシュ 

ホールド 

テーブル３ 

 
 
スレッシュ 
ホールド 
テーブル４ 

  
スレッシュ 

ホールド 

テーブル５ 

  
 
スレッシュ 
ホールド 
テーブル６ 

  

スレッシュ 

ホールド 

テーブル７ 

   



 4

A-2.4 ゴミトリ 
 

 
オリジナル （ゴミトリ＝ＯＦＦ） 

  
ゴミトリ＝２ｘ２ ゴミトリ＝３ｘ３ 

  
ゴミトリ＝４ｘ４ ゴミトリ＝５ｘ５ 
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ゴミトリ＝２ｘ２ 

 
ゴミトリ＝３ｘ３ 

 
ゴミトリ＝４ｘ４ 

 
ゴミトリ＝５ｘ５ 
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A-2.5 スムージング 
 

スムージング＝ＯＦＦ 
 

スムージング＝イメージ 
 

スムージング＝ＯＣＲ 
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A-3 帳票用自動二値 
 
A-3.1 感度 

A-3.2 スレッシュホールド 
 

 

感度=0，(スレッシュホールド=128)  感度=255，(スレ

 
 

 
 感度=24，スレッシュホールド=128 
 

 

(感度=24)，スレッシュホールド=0  (感度=24)，スレ
ッシュホールド=128) 

 

 

 
ッシュホールド=255 

ユーザーズガイド→
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 感度の調整 
 
既定値の感度＝２４ではややノイズが目立ちます。以下に二通りのノイズ減少手順を示します。 

１． 高い値を設定する（例えば３２程度）。敏感さは損なわれますが、ノイズは減少します。 
２． ３ｘ３平滑化フィルタを併用する。先鋭さは損なわれますが、ノイズは減少します。 

 

感度＝３２、スレッシュホールド＝１２８ 
 

感度＝２４、スレッシュホールド＝１２８ 
 

感度＝２４、スレッシュホールド＝１２８ ＋ ３ｘ３平滑化フィルタ 
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 スレッシュホールド調整 
 
感度を決定したら、背景が適切になるようにスレッシュホールドを調整します。 
 

スレッシュホールド＝６４ 
 

スレッシュホールド＝１２８ 
 

スレッシュホールド＝１９２ 
 

 平滑化フィルタの利用 
帳票処理では原稿の状態が良くないため、平滑化フィルタを併用する必要があります。 
‘３ｘ５平滑化フィルタ’は、解像度を必要としない場合有効です。 
‘３ｘ３平滑化フィルタ’は、一般的にノイズ減少に有効です。 

３ｘ５平滑化フィルタ＋帳票用自動二値（感度＝２４、スレッシュホールド＝１２８） 
 

３ｘ３平滑化フィルタ＋帳票用自動二値（感度＝２４、スレッシュホールド＝１２８） 
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A-4 ディザ 
 
「明るさの調整」、「コントラストの調整」は A-5 MINIMIZE AVERAG
 

ディザ０ 
 

ディザ１ 
 

ディザ２ 
 

ディザ３ 
 

E ERROR を参照。 

 

 

 

 

ユーザーズガイド→
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ディザ０ ディザ１ 

 

 

 

 
ディザ２ ディザ３ 
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A-5 平均誤差最少法 
 

平均誤差最少法 
 

 

 
 

 

ユーザーズガイド→
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 明るさの調整 
 

明るさ＝６４ 明るさ＝１９２ 

 

 
明るさ＝１２８ 
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 コントラストの調整 
 

 
コントラスト＝６４ コントラスト＝１９２ 

 

 
コントラスト＝１２８ 
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A-6 ランダム・ディザ 
 
「明るさの調整」、「コントラストの調整」は A-5 MINIMIZE AVERAG
 

文字優先［２ｘ２：濃い］ 
 

写真優先［８ｘ８：明るい］ 
 

 

 
文字優先［２ｘ２：濃い］ 写真優先［８ｘ
E ERROR を参照。 

 

 

 

 
８：明るい］ 

ユーザーズガイド→
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 輪郭抽出スレッシュホールドの調整 
 

輪郭抽出スレッシュホールド＝０ 輪郭抽出スレッシュホールド＝１２７ 
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A-7 フィルタ 
 

３ｘ３強調 
 

オリジナル（スレッシュホールド＝１２８）

  

３ｘ３平滑化 
 

３ｘ５平滑化 
 

 

 
 

 

 

ユーザーズガイド→
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